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 土地を接している「お隣」とは、まったく無縁でいることはでき

ません。時代が変わって「隣組」とか「向う三軒両隣」といった、

付き合いは薄くなったといっても、やはり「遠くの親戚より近くの

他人」です。 

 法律もこうしたことを考慮して、隣地を利用できる権利などにつ

いて一定の定めをしています。 

 これを「相隣関係」といいますが、境界までは、まるまる自分の

ものだから指一本触れさせぬ、という感覚ではいかないことに注意

が必要です。 

（隣地立入権） 

建物を建てる場合や修繕する場合には、必要最小限度で隣地に立ち

入り使用することを認めています。また、隣地はこれに応ずる義務

があります。ただし、権利があるからといって勝手に立ち入ること

はできません。また、立ち入りによって隣地に損害が生じた場合は

隣地は立ち入った者に対し、損害金の請求をすることができます。 

相隣関係 

 賃貸借契約に特約を設けること自体は、当事者間の合意

があれば、契約自由の原則から有効です。 

 しかし、賃借人にとって著しく酷な特約や、不合理な特

約は公序良俗に反するものとして無効とされます。 

 そこで、「賃借人は男性を部屋に立ち入らせてはならな

い」という特約が公序良俗に反して無効となるか否かが問

題になります。 

 （当該特約の有効性） 

賃貸借契約は、賃貸人と賃借人間の信頼関係に基礎をおく

継続的な契約ですから、賃借人の私生活に関することで

あっても、賃貸人に不当な損害を与えるような行為を禁止

する特約を設けることは当然可能です。 

 しかし、アパートの賃貸借契約は賃借人がそこで生活す

ることを予定していますから、賃借人の生活ひいては人格

権を不当に侵害する特約は公序良俗に反するものとして無

効になります。 

 さて、本件のアパートは、入居者が独身女性に限ること

で、女性が安心して暮らせる生活環境を維持しているもの

と思われます。 

 賃借人は入居の際に男性立入り禁止の特約を納得して

入居しています。そうするとその特約に拘束されること

は仕方がありません。 

また、当該特約はあくまでアパート内に男性を入れるこ

とを禁ずるだけです。 

 男性との接触そのものを禁止している訳ではありませ

ん。したがって賃借人の人格を不当に侵害するものとは

いえません。 

 以上のことから、男性立入り禁止の特約は公序良俗に

反するとはいえず有効といえます。 

 ただし、賃貸借契約は賃貸人と賃借人との信頼関係を

基礎とするものですから、契約解除のためには義務違反

行為が賃貸人との信頼関係を破壊する程度となっている

必要があります。 

 そうすると、賃貸人は「男性を立ち入らせてはならな

い」という特約を根拠として直ちに解除することはでき

ず、賃借人との信頼関係が破壊されたと認められた場合

すなわち、賃貸人が何度か注意したにもかかわらず一向

に聞き入れなかったというような事情があることが必要

です。 

№99 私が所有するアパートは独身女性専用のアパートです。契約書に特約として「賃 

    借人は男性を部屋に立ち入らせてはならない」と定めていますが、入居者の一人が 
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    去を求めましたが応じません。契約の解除は可能でしょうか？ 
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ら、それはそれで良しとしておくことにしました。 

 理由がわかった奥さんは、苦笑いしていましたが、ご主人さ

んからは厳しい質問が出ました。 

 「もし、わたしがこの家を買うとしたら、その社長の会社も取

引に関係するのですか？」 

 「そうです。不動産の取引では売主側の不動産会社と買主

側の不動産会社が協同で取引をすることがよくあります。 

 今回もそのケースですが、お客様にとっては仲介会社が一

社でも二社でも、別段不利になることはありません。 今回、

もしご縁があった場合は、わたしが買主側業者として責任を

持って取引させていただきますからご心配いりません」 

 「あなたが良くても売主側の会社が悪いこともあるわけで

しょ。もしそうだとしたらやっぱり嫌だなぁ」 

 「大丈夫ですよ。売主側の会社は地元で長くやっておられ

ますし、なにより社長さんは知識豊富で人柄も良い方ですよ」 

 「それにしても、片付け方がずいぶんいい加減だなぁ」 

そう言われると返す言葉が見つかりません。 

それまでの和気藹々とした雰囲気は何処えやら、ビミョーな

雰囲気が漂ってきました。                       
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    もうすぐ春ですね～ 

 前回は、部屋のあまりの散らかりように唖然と・・・というところ

まででした。 

 たしかに他の部屋と比べ、この和室の散乱した状態は不自

然さを感じます。 

 前の居住者が掃除が苦手だったということは聞かされてい

ましたが、他の部屋はそこそこ整理されています。 

 なにか理由があるかもしれません。直接、社長に電話して

みることにしました。 

 トゥルルル、トゥルルル・・・ 

「ハイ、●●不動産の▲▲です」 

おぉ、呼び出し二回で出ました。さすがです。 

  「どう、お客さんの反応は？決まりそう？」 

「その前に教えて欲しいことがあるのですが」 

 「なんだ、そのことか。あんまり深い意味はないよ。売主から

部屋の片付けを頼まれたけど、あまりに散らかりすぎているも

んだから、途中で片付けるのが面倒になってね。それで散ら

ばっているものを全部和室に放りこんだということ訳さ。いか

んかった？」 

 片付けぐらい最後まできちんとやればいいのに・・・こういう

ルーズさが、売却に手間取る一因なのでしょう。 

 もっとも、そのおかげで私に仕事が回ってきたわけですか


